



















































時間配分 ピアノ 45 分　楽典 45 分
担当 ピアノ 5 人 [ 非常勤講師 ]
楽典 筆者
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Educational Benefits of a  Half-year Term Piano Instructor Rotating System.








　図 1 は平成 27 年度前期後期、ピアノ教員が 2 人
交代した後に質問した結果である。保育 2 年生は平




育専攻 2 年生（42.9％）　保育専攻 1 年生（44％）となっ
ている。「指使いの指導」は保育専攻 2 年生（18％）、















と回答したのが保育専攻 2 年（28％）、保育専攻 1 年
（35％）、「態度に変化はない」と答えた学生は保育専
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　「対象」保育専攻 2 年生　107 名
保育専攻 1 年生　100 名　
「調査方法」アンケ－ト
「調査期間」


















図 7　演奏方法（保育専攻 1 年生コメント）
　図 5 図 6 図 7 は「演奏表現の変化について変化が






































図 4　変化の理由（保育 1.2 年生のコメント抜粋）
　図 3 は練習時間の変化を調査した。保育専攻 2 年
生は、「練習時間に変化があった」は（23.3％）、保
育専攻 1 年（27％）、「変化はない」と答えたのが保





















図 6　演奏方法（保育専攻 2 年生コメント）
前より指を立てるようになった



















































































　図 3 や図 4 の結果から新しい指導者になり緊張感
を持ち練習に臨んでいること、練習する時間も増え
たとコメントしている学生が多くみられた。また、
ピアノ指導者半期交代制導入の教育的効果　～アンケ－ト結果からの考察～
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なったことをしっかりと受け止め、今後も学生のア
ンケ－ト調査を行い、検討していきたい。
学生のピアノ技術向上にいかなる教育が適してい
るか見極めて、学生の技術向上を願いつつ更に研究
を深めていきたい。
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